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    第２７４号 

令和３年１２月１日発行 

森林ボランティア 

     フォレスターうじ 

 

十
一
月
臨
時
活
動 

太
陽
が
丘
「
緑
化
の
つ
ど
い
」
に
協
力 

活
動
日 

 

十
一
月
三
日
（
水
）
晴 

活
動
時
間 

十
時
～
十
四
時 

 

活
動
場
所 

公
園
セ
ン
タ
ー
北
東
側 

 

参
加
者 

 

会
員 

十
名 

 

例
年
十
月
の
開
催
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
本

日
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
「
緑
の
つ
ど
い
」
は
過
去
二
回

続
け
て
雨
で
あ
っ
た
が
、
本
日
は
快
晴
で
良
か
っ
た
。
会
員

は
九
時
過
ぎ
か
ら
、
公
園
セ
ン
タ
ー
北
東
側
の
庇
内
に
長
机

六
台
を
用
い
て
各
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
た
。
受
付
、
木
工
作

品
、
南
天
等
の
ポ
ッ
ト
苗
、
丸
太
切
り
体
験
、
ト
ン
ボ
作
り

体
験
、
ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ア
ベ
マ
キ
・
ク
ヌ
ギ
・

コ
ナ
ラ
・
ト
チ
・
椿
・
マ
テ
バ
シ
イ
・
ウ
バ
メ
ガ
シ
・
コ
ジ

イ
を
各
お
皿
に
載
せ
た
。
資
料
も
置
き
、
土
も
用
意
し
た
。 

広
場
で
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
か
れ
て
お
り
、
賑
や

か
で
あ
っ
た
。
十
一
時
頃
か
ら
来
場
者
が
増
え
て
、
以
後
な

か
な
か
の
盛
況
と
な
っ
た
。
十
四
時
に
終
了
し
た
。
主
な
来

場
者
は
、
次
の
通
り
。 

丸
太
切
り
体
験 

 

子
供
二
十
二
名
大
人
十
七
名 

ト
ン
ボ
作
り
体
験 

子
供
十
四
名 

大
人
十
二
名 

ど
ん
ぐ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

子
供
四
名
大
人
五
名 

ど
ん
ぐ
り
鉢
三
個 

作
品
販
売
な
ど
の
協
力
金 

九
七
〇
〇
円 

本
日
は
宇
治
市
主
催
の
「
緑
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
に
太

陽
が
丘
も
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
中
止
と
な
っ
て

太
陽
が
丘
の
「
緑
の
つ
ど
い
」
の
開
催
と
な
っ
た
が
、
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
う
じ
の
フ
ル
イ
ベ
ン
ト
出
し
物
が
出
展
で
き
て
よ

か
っ
た
。
机
・
椅
子
・
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
等
を
太
陽
が
丘
管
理

係
よ
り
借
用
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
関
係
者
・
会
員
の
方
々
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。 

（
記 

実
行
委
員
長 

小
林 

清
三
郎
） 

十
一
月
定
例
活
動 

京
都
大
作
戦
の
森
の
整
備
と
腐
葉
土
作
成
場
の
設
置 

活
動
日 

 

十
一
月
二
十
一
日
（
日
） 

晴 

活
動
時
間 

九
時
三
十
分
～
十
四
時
三
十
分 

活
動
場
所 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園 

参
加
者 

 

会
員
十
三
名 

 
本
日
は
事
務
局
長
不
在
で
、
会
長
が
朝
礼
を
さ
れ
た
。 

年
次
活
動
計
画
で
今
月
は
「
ど
ん
ぐ
り
Ｐ
」
を
行
な
う

予
定
で
あ
っ
た
が
、
十
一
月
三
日
の
太
陽
ヶ
丘
緑
化
の
つ

ど
い
で
の
実
施
と
十
一
月
二
十
八
日
の
宇
治
環
境
フ
ェ

ス
タ
で
の
開
催
予
定
な
の
で
、
内
容
を
変
更
し
て
表
記
の

活
動
を
行
な
っ
た
。
個
人
的
に
は
京
都
大
作
戦
の
森
の
中

の
圃
場
も
手
一
杯
に
な
り
、
会
員
向
け
の
ド
ン
グ
リ
Ｐ
は

も
う
良
い
の
で
は
な
い
か
と
、
本
会
の
中
で
意
見
交
換
の

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。 

京
都
大
作
戦
の
森
の
防
鹿
ネ
ッ
ト
内
は
棘
の
あ
る
サ

ル
ト
リ
イ
バ
ラ
・
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
が
大
繁
殖
。
植
樹
し
た

ク
ヌ
ギ
・
コ
ナ
ラ
・
モ
ミ
ジ
・
ク
リ
等
の
周
り
を
重
点
的

に
撤
去
し
た
が
、
少
人
数
と
こ
の
広
さ
、
午
後
も
同
じ
作

業
を
し
た
が
全
面
と
は
行
か
な
か
っ
た
。
ネ
ッ
ト
の
破
損

等
が
な
い
か
外
周
を
見
て
回
り
掛
け
た
時
、
異
様
に
た
る

ん
で
い
る
場
所
が
あ
っ
た
の
で
近
づ
い
て
み
る
と
そ
こ

に
は
な
ん
と
腐
敗
し
き
っ
た
雄
鹿
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、

異
臭
と
お
び
た
だ
し
い
蠅
が
群
が
っ
て
い
た
。
防
鹿
ネ
ッ

ト
内
に
は
糞
が
落
ち
て
お
り
、
モ
ミ
ジ
の
幼
木
や
柔
ら
か

そ
う
な
植
栽
の
葉
が
む
し
り
取
ら
れ
て
い
た
。 

他
に
、
久
保
田
・
加
地
両
会
員
に
よ
り
広
場
の
落
ち
葉

を
一
カ
所
に
集
め
、
腐
葉
土
作
成
場
の
囲
い
を
設
置
し
て

頂
い
た
。
楓
の
紅
葉
・
銀
杏
の
黄
葉
の
中
で
の
活
動
に
会

員
皆
気
持
ち
い
い
汗
を
か
い
て
い
た
。
こ
ん
な
小
春
日
和

の
穏
や
か
な
日
は
も
う
少
し
森
林
浴
を
楽
し
み
た
か
っ

た
で
す
ね
。 

（
追
記
）
二
十
五
周
年
記
念
事
業
準
備
委
員
会
分
科
会
第 

一
回
打
ち
合
わ
せ
が
行
な
わ
れ
、
各
分
科
会
の
リ
ー
ダ
ー

が
選
出
さ
れ
た
。
各
リ
ー
ダ
ー
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

（
記 

新
宮 

邦
春
） 

  

 
 

（
十
一
月
定
例
活
動 

追
記
） 

一
面
に
生
い
茂
っ
て
い
る 

「
茎
に
ト
ゲ
の
あ
る
草
」
の
除
去
に
悪
戦
苦
闘 

 

モ
ミ
ジ
の
林
（
京
都
大
作
戦
の
森
）
に
は
、
防
鹿
柵
に

沿
っ
て
今
年
二
月
に
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
、
ク

リ
の
三
種
十
六
本
を
植
樹
し
た
。 

今
日
は
主
に
そ
の
周
辺
の
雑
草
を
刈
り
取
る
の
だ
。
柵 

の
近
く
は
大
木
が
な
く
陽
当
り
が
よ
い
の
で
、
幼
木
も
大

き
く
育
っ
て
い
る
（
植
樹
時
一
．
五
ｍ
が
約
二
ｍ
に
）
が
、

雑
草
も
大
い
に
茂
っ
て
い
る
。
中
で
も
「
茎
に
ト
ゲ
の
あ

る
草
」
は
一
面
に
生
い
茂
り
、
背
も
高
く
幼
木
に
被
さ
っ

て
い
る
も
の
も
あ
る
。 

植
樹
場
所
に
た
ど
り
着
く
ま
で
、
そ
れ
ら
を
鎌
で
左
右

に
薙
ぎ
払
い
道
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
や
っ
と

植
樹
場
所
に
着
い
て
周
辺
を
刈
り
取
る
が
「
茎
に
ト
ゲ
の

あ
る
草
」
に
悪
戦
苦
闘
。
ど
う
に
か
十
六
本
と
近
く
の
昨

年
、
一
昨
年
に
植
樹
し
た
モ
ミ
ジ
数
本
の
周
辺
も
刈
り
取

っ
た
。 

作
業
中
小
さ
な
虫
が
顔
の
廻
り
を
飛
び
交
い
、
右
眼
の

瞼
の
上
二
ヶ
所
が
刺
さ
れ
た
よ
う
だ
。
帰
宅
し
て
腫
れ
て

い
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
そ
れ
に
、
中
腰
の
作
業
で
腰
も

痛
い
し
・
・
・
。 

で
も
、
作
業
の
後
、
見
渡
す
と
空
間
が
確
保
で
き
た
の

で
幼
木
達
も
す
く
す
く
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
花

が
咲
く
の
が
楽
し
み
だ
。 

（
注
）
「
茎
に
ト
ゲ
の
あ
る
草
」
の
名
前
を
調
べ
て
後

日
報
告
し
た
い
。 

（
記 

粟
津 

國
雄
） 
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十
一
月
特
別
活
動 

研
修
会 
「
樹
々
の
会
」
と
の
交
流
会 

活
動
日 

十
一
月
七
日
（
日
）
八
時
～
十
七
時 

晴 

参
加
者 
会
員 

十
五
名 

 

京
都
市
右
京
区
京
北
で
活
動
さ
れ
て
い
る
「
樹
々
の
会
」
様

と
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
午
後
に

は
少
し
暖
か
く
な
り
「
合
併
記
念
の
森
」
の
散
策
は
気
持
ち
の

良
い
も
の
で
し
た
。 

樹
々
の
会
は
平
成
十
一
年
三
月
か
ら
女
性
林
業
グ
ル
ー
プ
と

し
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
森
林
の
整
備
と
と
も
に
舞
茸
の
栽
培
、

ク
ロ
モ
ジ
の
お
茶
、
お
香
な
ど
を
開
発
、
販
売
す
る
な
ど
、
地

域
の
活
性
化
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
「
京
都
あ

け
ぼ
の
賞
」
、
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
（
総
務
大
臣
賞
）
」
、
令

和
三
年
に
「
緑
化
推
進
運
動
功
労
者
賞
（
総
理
大
臣
表
彰
）
」
な

ど
を
受
賞
さ
れ
、
活
発
に
活
動
を
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。 

当
日
は
会
場
と
な
っ
た
京
北
銘
木
生
産
協
同
組
合
で
お
出
迎

え
い
た
だ
き
、
手
書
き
の
看
板
や
垂
れ
幕
、
生
け
花
な
ど
で
暖

か
く
歓
迎
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
京
北
の
名
産
で
あ
る
北

山
杉 

北
山
丸
太
に
つ
い
て
倉
庫
で
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
密
に
植
林
す
る
こ
と
で
緻
密
な
木
目
の
材
を
産
出
す
る
こ

と
が
特
徴
で
す
が
、
近
年
は
和
風
建
築
が
減
少
し
て
出
荷
額
は

大
き
く
減
少
し
、
ベ
ン
チ
や
壁
材
、
人
造
の
絞
り
丸
太
を
作
る

な
ど
用
途
開
拓
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

そ
の
後
、
場
所
を
隣
接
す
る
ホ
ー
ル
に
移
し
、
相
互
に
活
動

の
紹
介
と
質
疑
応
答
を
行
い
ま
し
た
。
樹
々
の
会
の
説
明
は

Y
o
u
tu
b
e

に
も
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
「
京
北
の
お
宝
」
の
動
画

で
、
と
て
も
分
か
り
や
す
く
、
メ
ン
バ
ー
の
方
々
の
生
の
声
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
会
員
か
ら
の
質
問
に
も
丁
寧
に
回
答
い
た

だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
ク
ロ
モ
ジ
の
お
茶
の
生
産
、
販
売
を

通
じ
て
楽
し
く
活
動
し
、
お
も
し
ろ
い
と
思
え
る
こ
と
が
継
続

の
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は
で
き
な

い
こ
と
も
、
京
都
市
農
林
業
振
興
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
行
政
、
地

域
の
協
力
を
得
て
実
行
し
て
い
く
パ
ワ
フ
ル
さ
に
感
心
し
ま
し 

た
。
我
々
の
活
動
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
樹
々
の
会
の
皆
さ
ん
が
持
ち
寄
っ
た
食
材
で
手
作
り

の
お
弁
当
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
場
所
を
合
併
記
念

の
森
に
移
し
、
ク
ロ
モ
ジ
の
栽
培
や
舞
茸
の
栽
培
地
な
ど
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
舞
茸
は
十
月
初
め
に
収
穫
を
終

え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
工
程
や
失
敗
談
、
苦
労
話
も
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
樹
々
の
会
の
方
々
と
一
緒
に
散
策
し
て
多

様
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
予
定
を
少
し
オ
ー
バ
ー
し

ま
し
た
が
、
楽
し
い
交
流
会
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
帰
り
道
に
道
の
駅
で
買
い
物
を
楽
し
ん
で
帰
途
に
つ
き
、

十
七
時
過
ぎ
に
全
員
無
事
に
帰
宅
で
き
ま
し
た
。
樹
々
の
会
の

皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
参
加
の
皆
様
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

（
記 

林 

幸
広
） 

 

エ
ッ
セ
イ 

平
和
の
使
者 

続
報 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

松
川 

正
廣 

  

悲
し
い
お
知
ら
せ
を
す
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。 

 

十
月
三
十
一
日
ま
で
の
観
察
記
録
を
十
一
月
会
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
が
、
十
一
月
七
日
抱
卵
し
て
い
た
親
鳥
が
い
な
く

な
り
、
巣
に
卵
（
大
き
さ
ウ
ズ
ラ
の
卵
大
）
一
個
が
残
っ
て
い

ま
し
た
。 

 

二
日
間
様
子
を
見
ま
し
た
が
、
親
鳥
は
巣
に
帰
っ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
の
で
、
綿
に
く
る
み
柊
木
の
根
元
に
埋
葬
し
ま
し
た
。 

無
精
卵
と
思
わ
れ
ま
す
。
残
念
な
結
果
に
終
わ
り
寂
し
い
限

り
で
す
。 

訂
正
と
お
詫
び 

 

２
７
３
号
に
脱
字
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。 

裏
面
二
段
目
エ
ッ
セ
イ
「
平
和
の
使
者
」
の
五
行
目 

 

誤 

昨
年
、
前
庭
の
金
木
犀
に
鳩
が
作
り
、
卵
を
温
め
て
い 

正 

昨
年
、
前
庭
の
金
木
犀
に
鳩
が
巣
を
作
り
、
卵
を
温
め

て
い 

今
後
の
活
動
・
行
事
の
案
内 

令
和
四
年
一
月
以
降
の
予
定
で
す
。
当
月
の
定
例
活
動
の
詳
細
は
、
当

月
の
「
活
動
案
内
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

一
月
定
例
活
動 

一
月
十
六
日
（
日
）
天
ケ
瀬
森
林
公
園 

 

・
天
ケ
瀬
森
林
公
園
の
森
林
整
備 

一
月
特
別
活
動 

 

一
月
七
日
（
金
）
宇
治
市
役
所 

 

・
門
松
の
撤
去
作
業 

 

一
月
九
日
（
日
）
宇
治
上
神
社 

 

・
安
全
祈
願 

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
う
じ
か
ら
の
お
報
せ 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園
で
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
森
林
保
全
活
動
を
体
験
し

ま
せ
ん
か
。
新
し
い
仲
間
を
募
集
中
、
先
ず
は
一
日
体
験
か
ら
参
加
し
て

下
さ
い
。 入

会
金 

千
円 

 

年
会
費 

二
千
円 

活
動
日 

毎
月
第
三
日
曜
日 

 

活
動
場
所 

天
ヶ
瀬
森
林
公
園 

編
集
後
記 

 

十
一
月
は
盛
り
だ
く
さ
ん
の
活
動
内
容
の
報
告
に
な
っ
た
の
で
、
残

念
な
が
ら
写
真
を
掲
載
で
き
な
か
っ
た
。
活
動
の
写
真
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
た
く
さ
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覧
下
さ
い
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